　　第26回　　那覇市長杯争奪学童軟式野球選手権大会　　　

第16回ゼット杯争奪・第5回リケンオキナワ杯争奪学童軟式野球大会
実 地 要 項
1.目    的 : 軟式野球に親しむ子供達に夢と希望を与え、学童野球を通して心身ともに健やかでたくましい体力と不屈な精神と気力を身につけ、将来、次世代を背負う立派なリーダーに育つよう寄与すると共に日南市、豊見城市、久米島町よりチームを迎え子供達との友好的な交流の場を与えることを目的とする。

2.主    催 :  沖縄県野球連盟那覇支部

3.主    管 :  沖縄県野球連盟那覇支部　那覇ブロック学童部理事会

4.共    催 :  琉球新報社　　
5.特別協賛 : ゼット株式会社・内外ゴム株式会社・(有)リケンオキナワ
6.期  　日  : 平成28年8月6日(土)~8日(月)

7.会  場   : 沖縄セルラースタジアム那覇・瀬長島球場・各学校施設を使用して行ないます。

8.出場資格　:

1)平成28年度に県野球連盟に登録されたチームで、各支部の野球連盟の会員であること。又は、那覇ブロック理事会が出場を認めたチーム
2)本大会に出場するメンバー全員がスポーツ安全傷害保険に加入する。

3)リトルリーグ及び日本少年野球連盟等、硬式を使用球としている団体に登録している者の出場は認めない。

9.参加人員　:1)チームのメンバーは、選手１０名以上２０名以内とする。

2)監督・コーチは、二十歳以上の成人とする。

10.競技規則　:

1)2016年度公認野球規則・全日本軟式野球連盟｢2016年度競技者必携・少年学童に関する事項｣を適用する。

2)監督・コーチ・選手は、同一のユニホームに背番号(選手は０番から２７番までとし、監督は３０番・コーチは２８番・２９番・主将は１０番)を付けること。

3)試合中は、打者・走者・次打者・ベースコーチは、連盟公認の両耳付ヘルメットを使用すること。捕手は、連盟公認マスク・プロテクター・ヘルメットを着用しなければならない。使用するバットは、連盟公認(JSBB)マーク入りを使用すること。

4)全試合トーナメント方式とし、各試合7イニングとする。

試合時間は、１時間４０分(100分)とする。(1,2回戦のみ)　

5)得点差によるコールドゲームは、3回以降10点・5回以降7点差とする。

6)最終７回終了しても同点の場合は、8回から特別延長戦を行なう。
※決勝戦も5).6)　を適用する

※特別延長戦

継続打順とし、前回の最終打者を一塁とし、二塁、三塁の走者は次順前の打者として、無死満塁の状態にして１イニングを行い得点の多いチームを勝ちとする。尚勝敗が決しない場合は、継続打順でこれを繰り返すこととする。   (最終イニング９回)

7)最高９回を終了しても決着がつかない場合は、抽選(○×抽選)で勝敗を決定する。   全試合について、特別継続試合を適用する。　

8)日没・降雨コールドゲームは、原則として５回終了で成立する。５回以前に中断の時は、後日継続試合を行なう。

9)試合開始時間(前試合終了時)より１５分経過してもベンチにいない時は、没収試合とする。

10)抽選会及び開会式に無断欠席の場合は、試合を没収し、出場を取り消す。

11.使用球 :  (財)全日本軟式野球連盟公認(内外ボールC球)を使用する。

12.表  彰 :  1)　優  勝 : 賞状・優勝旗(持ち回り)・優勝杯(持ち回り)
トロフィー・金メダル授与

2)　準優勝 : 賞状・準優勝杯(持ち回り)・トロフィー・
銀メダル授与　
3)　3　　位 : 賞状・銅メダル授与

13.参加申込 : 参加申込書は7月3日までに他支部は直接大会事務局まで、各地区は各地区長を通じ大会事務局へ連絡する。参加申込書は、ワープロ又はパソコンで作成し提出をお願いします。  申込書の提出は抽選会当日でもかまいませんが、参加の有無については、各地区長に連絡するか下記の那覇ブロック事務局までご連絡ください。

　　　　　　　　
大　会　事　務　局

那覇ブロック学童部　事務局　　親泊武博
携帯電話　　090-1944-5962
E-mail  　　　　　　　　　
14.参加料 : 12,000円抽選会で徴収します。

15.抽選会 :平成28年7月10日(日)　沖縄セルラースタジアム那覇　1塁側会議室　午後5時30分時間厳守(日南市、久米島のチームについては、本部代理抽選とする)
16.開会式 : 平成28年8月6日(土)午前8時00分より沖縄セルラースタジアム那覇にて行います。全選手は午前7:30分時までにライト側入場口に集合し整列を行なう入場行進は、プラカードを持参し行進は背の高い選手を先頭で行なう。チーム団旗を持っての入場行進を認める。

17.その他 : 1)大会中の不慮の負傷・疾病については、応急処置を施すがそれ以外の責任は負わない。

2)大会運営については、各チームの監督(責任者)は、全面的に協力をする。
(特に審判員に関しては服装、ジャッジ等に責任の持てる人を選任してください)
3)試合会場の準備、後かたづけは会場責任者を中心に行い割当会場を使用する全チームは代表者２人を出し会場設営、後かたづけまで責任を持って参加すること。
※試合会場の準備、後かたづけは試合会場を使用する全チームで行なうこと、試合が終わったとしてもあとかたづけ要員を二人以上残すこと。
